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大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

シリーズ 小児科部長 藤野 寿典情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート86

大阪赤十字病院の理念

特 集

食だより／秋　旬を味わう「さばといろいろきのこの揚げびたし」　　　お薬ミニ知識／あなたはお薬をいくつ飲んでいますか？
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ 　　かかりつけ医をもちましょう
第13回「親と子の防災体験セミナー 災育」を開催 　　Topics Box  ニュース＆イベント

経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）が
始まりました

当院の紹介動画が完成しました！

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和5年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

アンケート方法

左記のQRコードを
携帯電話で読み取り、

回答後、
送信してください。

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE
初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０
再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、
ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
一部を制限しています。

保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

■保険証等

■ご 面 会

■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！
フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

遺伝診療部門が発足しました！

経カテーテル的心臓弁治療関連学会協
議会からの施設認定を受け、9月5日より
大阪赤十字病院ハートチームによる重症大
動脈弁狭窄症に対するTAVI治療を開始しま
した。
　近年増加の著しい高齢者の心臓弁膜症に
対する低侵襲で安全な治療を提供していき
ます。

本誌「びり～ぶ」について
皆さまのお声をお聞かせください
　今後も皆さまの声を反映しながら、
よりよい情報誌にしていきたいと
考えています。
　ぜひ、皆さまのご意見・ご感想を
お聞かせください。ご協力をお願い
します。

人事異動情報 （令和５年6月30日付～９月１日付）
採用

個人として資金を拠出された場合

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき
→ 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付
者の年間所得額の40％）から2千円
を差し引いた額が寄付者の年間所
得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金
の損金算入限度額を損金に算入す
ることができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金
のご協力は、税制上の優遇措置が受けら
れます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の
　資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方に
　ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

https://www.osaka-med.jrc.or.jpご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

についてご 寄 付 皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

▲当院ハートチームスタッフ

●〈7月1日付〉【皮膚科部】山田 瑞穂（専攻医）　【小児科部】
榊 辰也（専攻医）　●〈7月14日付〉【耳鼻咽喉科・頭頸部外科】北田　有史
（非常勤嘱託医師）　●〈7月30日付〉【脳神経外科部】笹ケ迫 知紀（非常
勤嘱託医師）　●〈8月1日付〉【心臓血管外科部】末永 悦郎（非常勤嘱託
医師）／中津 太郎（非常勤嘱託医師）／北方 悠太（非常勤嘱託医師）
／金光 ひでお（非常勤嘱託医師）／熊谷 基之（非常勤嘱託医師）　【皮
膚科部】園田 真也（専攻医）　【小児外科部】門久 政司（医師）　【救急
科部】鈴木 聡史（非常勤嘱託医師）　●〈9月1日付〉【脳神経内科部】
月田　和人（非常勤嘱託医師）

退職 ●〈6月30日付〉【皮膚科部】中野 宏明（専攻医）　【小児科
部】難波 かほり（専攻医）　【整形外科部】湯浅　友寿里（医師）　【救急
科部】永井　淳（医師→非常勤嘱託医師）　●〈7月31日付〉【皮膚科部】
武内　直生（専攻医）　【小児外科部】高松　由布子（医師）　●〈8月31日
付〉【眼科部】市岡 悠（医師）　【救急科部】長友 美佳（専攻医→医師）

すべては患者さんの笑顔のために
All for the patient’s smile

ぜひご覧ください！

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和5年10月発行　第86号1 8
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図2

図１ がんの原因について

図3 当院におけるBRCA検査件数の推移

図4 当院における遺伝診療の一般的な流れ

遺
伝
診
療
部
門
が
発
足
し
ま
し
た
！

　
近
年
の
医
療
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、人

が
個
々
に
持
って
い
る
遺
伝
子
を
個
別
に
解
析

し
、そ
の
人
に
合
っ
た
治
療
薬
を
探
す
各
種
検

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
、紹
介
す
る

「
遺
伝
診
療
部
門
」は
、治
療
薬
な
ど
を
探
す

た
め
に
日
常
診
療
で
行
わ
れ
て
い
る
遺
伝
学

的
検
査（
血
縁
者
に
引
き
継
が
れ
る
可
能
性

の
あ
る
遺
伝
子
の
変
異
を
調
べ
る
検
査
）の

結
果
を
、患
者
さ
ん
と
そ
の
血
縁
者
の
方
々
の

病
気
の
予
防
や
健
康
管
理
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。当
院
の「
遺
伝

診
療
部
門
」の
活
動
を
知
って
い
た
だ
き
、患
者

さ
ん
や
そ
の
血
縁
者
の「
遺
伝
診
療
」に
対
す

る
理
解
の一助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
は
じ
め
に

　
遺
伝
子
は
、体
の
特
徴
や
機
能
を
決
め
る

も
の
で
、人
は
ほ
と
ん
ど
の
遺
伝
子
を
２
つ

１
組
で
持
っ
て
お
り
、父
親
と
母
親
か
ら
１
つ

ず
つ
受
け
継
い
で
い
ま
す
。そ
の
遺
伝
子
の

変
化
に
よ
って
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
を
、遺
伝

性
疾
患
と
い
い
ま
す
。遺
伝
性
疾
患
に
は
、

ダ
ウ
ン
症
候
群
に
代
表
さ
れ
る
染
色
体
異
常

症
や
、鎌
状
赤
血
球
症
の
よ
う
に
１
つ
の
遺
伝

子
の
変
異
に
よって
起
こ
る
単
一遺
伝
子
疾
患
、

複
数
の
遺
伝
要
因
と
環
境
要
因
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
起
こ
る
多
因
子
遺
伝
疾
患
が
あ

り
ま
す
。近
年
、先
天
性
疾
患
や
指
定
難
病
に

対
す
る
遺
伝
学
的
検
査
と
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（
遺
伝
性
疾
患
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、継
続

し
て
定
期
的
に
行
う
検
査
）の
必

要
性
が
高
ま
って
い
ま
す
。

●「
遺
伝
診
療
部
門
」っ
て

何
を
す
る
の
？

●
遺
伝
診
療
部
門
の

具
体
的
な
活
動
は
？

図
４
に
当
院
に
お
け
る
遺
伝
診
療
の一般
的

な
流
れ
を
示
し
ま
す
。臨
床
遺
伝
専
門
医

（
新
生
児・未
熟
児
科
／
小
児
科
医
）１
名
、

●
対
象
と
な
る
病
気
と
、

対
象
と
な
る
方
は
？

●
が
ん
と
遺
伝
？

●
病
気
と
遺
伝
っ
て
？

　
日
本
で
は
２
人
に
１
人
が
生
涯

に一度
は
が
ん
を
経
験
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。が
ん
の
原
因
に
は
、

図
１
の
よ
う
に
、加
齢
や
生
活
習

慣
、ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
っ
て
遺
伝

子
が
変
化
す
る
環
境
要
因
と
、

一人
ひ
と
り
が
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て

い
る
遺
伝
的
な
特
徴
が
か
か
わ
る

遺
伝
要
因
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
遺
伝
子
の
な
か
に
は
、が
ん
の

発
症
に
か
か
わ
る
遺
伝
子
も

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、『BRCA

1

』

や『BRCA
2

』と
い
う
遺
伝
子

は
、乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど

の
発
症
を
抑
制
す
る
働
き
を

持
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
遺

伝
子
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
変

化（「
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
」と
い

い
ま
す
）が
あ
る
と
、乳
が
ん
や

卵
巣
が
ん
な
ど
を
発
症
し
や

す
く
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

生
ま
れ
つ
き
特
定
の
が
ん
に

な
り
や
す
い
体
質
と
関
連
の

あ
る
遺
伝
子
の
変
化
を
持
ち
、

発
症
す
る
腫
瘍
を
、「
遺
伝
性

腫
瘍
」と
い
い
ま
す
。図
２
が示

す
よ
う
に
、ど

ち
ら
か
の
親
が
、

遺
伝
性
腫
瘍
の

原
因
と
な
る
遺

伝
子
の
特
徴
を

持
って
い
る
場
合
、

そ
れ
が
子
ど
も

に
受
け
継
が
れ

る
確
率
は
、２
分

の
１（
50
％
）と
な

り
ま
す
。性
別
に

よ
っ
て
確
率
が
変

わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん（
た
だ
し
、

A

父

B C D

A C A D B DB C

子

母

子 子 子

正常な遺伝子 病的変異をもつ遺伝子

１

■D
ravet

症
候
群

■
シ
ト
リ
ン
欠
損
症

■
Ｘ
連
鎖
性
魚
鱗
癬
症
候
群

■Prader-W
illi

症
候
群

■brain-lung-thyroid disease

■Potocki-Lupski

症
候
群

■
フ
ァ
ブ
リ
ー
病

■
ア
ル
ポ
ー
ト
症
候
群
　
な
ど

遺
伝
性
腫
瘍

2
小
児
科・内
科
系
遺
伝
性
疾
患
の

患
者
さ
ん
と
そ
の
血
縁
者

■
遺
伝
性
乳
が
ん
卵
巣
が
ん
症
候
群

（BRCA1/2

遺
伝
子
陽
性
）

■
リ
ン
チ
症
候
群（M

SI

検
査
陽
性
）

※

多
く
の
遺
伝
性
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
が
、当
院
で

は
頻
度
の
高
い
右
記
の
疾
患
を
対
象
に
し
ま
す
。

今
後
、対
象
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

①
保
険
診
療
で
実
施
し
た
遺
伝
学
的
検

　
査
で
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を
認
め
た
患
者

　
さ
ん

②
遺
伝
学
的
検
査
で
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を

　
認
め
た
患
者
さ
ん
の
血
縁
者

③
が
ん
ゲ
ノ
ム
パ
ネ
ル
検
査
で
二
次
的

　
所
見
が
判
明
し
た
患
者
さ
ん
と
そ
の

血
縁
者

（
例
）

①
遺
伝
学
的
検
査
を
実
施

す
る
か
を
悩
ん
で
い
る

方
に
は
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

遺
伝
と
が
ん
や
遺
伝
性
疾
患
、遺
伝
学
的
検
査

の
内
容
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、意
思

決
定
を
支
援
し
ま
す
。

▼カンファレンスの様子

遺
伝
子
に
よ
っ
て
は
、別
の
遺
伝
形
式
を
と
る

も
の
も
あ
り
ま
す
）。

最
近
の
が
ん
治
療
に
お
い
て
、保
険
診
療

に
よ
る
コ
ン
パ
ニ
オ
ン
診
断（※

１
）と
し
て
の

が
ん
遺
伝
子
検
査
や
が
ん
ゲ
ノ
ム
パ
ネ
ル
検
査

（※

２
）な
ど
に
よ
って
、多
く
の
が
ん
に
対
し
て

個
別
化
治
療
が
可
能
に
な
って
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
ら
の
検
査
の
な
か
に
は
、遺
伝
性
腫
瘍
に

関
連
し
た
遺
伝
学
的
検
査（
乳
が
ん
や
卵
巣

が
ん
な
ど
の
発
症
に
関
連
す
る『BRCA

1/2

遺
伝
学
的
検
査
』や
、大
腸
が
ん
や
子
宮
内
膜

が
ん
、卵
巣
が
ん
な
ど
の
発
症
に
関
連
が
あ
る

『M
SI

検
査
』な
ど
）が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
伝
学
的
検
査
が
普
及
す
る

　
前
述
の
よ
う
に
、遺
伝
要
因
に
よ
って
発
症

す
る
遺
伝
性
疾
患
に
関
す
る
遺
伝
学
的
検

査
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
が
、よ
り
一層

高
ま
って
い
ま
す
。

　
遺
伝
学
的
検
査
は
、患
者
さ
ん
の
治
療
方

針
だ
け
で
な
く
、ま
だ
病
気
を
発
症
し
て
い
な

い
血
縁
者
の
方
の
健
康
管
理
に
も
か
か
わ
って

き
ま
す
。遺
伝
学
的
検
査
の
結
果
や
そ
の
説
明
、

対
象
と
な
る
健
康
管
理
を
、診
療
科
の
垣
根

※1：ある特定の治療薬が患者さんに効果があるかどうか、治療の前に検査をすること。
※2：がんの発生にかかわる多数の「がん関連遺伝子」のなかから、がん治療薬に結びつく

遺伝子の変化を調べる検査。

こ
と
に
よ
り
、病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を
持
って
い
る

こ
と
が
判
明
し
た
本
人
と
そ
の
血
縁
者
や
、

が
ん
ゲ
ノ
ム
検
査
に
よ
り
二
次
的
所
見（
遺
伝

性
腫
瘍
に
関
連
し
た
遺
伝
子
の
変
化
）疑
い

の
症
例
が
増
え
て
い
ま
す
。例
え
ば
、当
院
で

の『BRCA
1/2

遺
伝
学
的
検
査
』で
は
、図
３

で
示
す
よ
う
に
検
査
件
数
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を
持
つ
患
者
さ
ん

の
健
康
管
理
や
そ
の
血
縁
者
へ
の
周
知
と

健
康
管
理
が
重
要
と
な
って
き
て
い
ま
す
。

②
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を
持
っ
て
い
る
と
わ

か
っ
た
患
者
さ
ん
に
、遺
伝
性
疾
患
や

遺
伝
性
腫
瘍
に
つ
い
て
情
報
提
供
し
、

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
や
予
防
切
除
な
ど
の

説
明
を
行
い
ま
す
。ま
た
、そ
の
血
縁

者
に
対
し
て
は
、自
費
診
療
に
て
遺
伝

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、遺
伝
学
的
検
査
、

サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
を
行
い
ま
す
。

③
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
を
定
期
的
に
開
催

し
て
、遺
伝
学
的
検
査
を
実
施
し
た

対
象
者
に
つ
い
て
、遺
伝
学
的
検
査
の

結
果
開
示
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
方
法
、

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て
、検
討

し
ま
す
。

▶遺伝カウンセリング
　の様子

を
越
え
て
管
理
す
る
部
門
と
し
て
、「
遺
伝
診

療
部
門
」が
令
和
５
年
５
月
に
発
足
し
ま
し
た
。

乳
腺
外
科
医
２
名
、産

婦
人
科
医
２
名
、消
化

器
内
科
医
１
名
、泌
尿

器
科
医
１
名
、認
定
遺

伝
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
２
名
が
、

次
の
内
容
に
つい
て
対
応

し
て
い
ま
す
。

喫煙習慣、食生活、飲酒、
ホルモン、感染、加齢、紫外線、
放射線など

環境要因

生まれ持った遺伝子の特徴遺伝要因

遺伝子が親から子に受け継がれる組み合わせの一例

遺伝カウンセリング

遺伝学的検査

遺伝とがんや遺伝性疾患、遺伝学的検査について説明

血縁者に引き継がれる可能性がある
遺伝子の変異を調べる検査

遺伝カウンセリング
●関連する疾患のリスクやサーベイランス※を説明
●血縁者への遺伝学的検査などの相談、対策の説明

●関連する疾患のサーベイランスの実施
●血縁者への助言

病的バリアントあり 病的バリアントなし

もともとの疾患の治療に専念

※サーベイランス：遺伝性疾患の発症リスクが高いと推定さ
れた方に対して、定期的に早期発見を目的として継続的に
提供する検査

遺伝と病気について、
不安や心配事があれば、
まずは主治医や看護師に
相談してください。
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令
和
５
年
５
月
、当
院
に「
遺
伝
診
療
部
門
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、病
気
と
遺
伝
の
説
明
か
ら
当
部
門
の
活
動
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご一読
く
だ
さ
い
。

▼遺伝診療部門スタッフ
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図2

図１ がんの原因について

図3 当院におけるBRCA検査件数の推移

図4 当院における遺伝診療の一般的な流れ

遺
伝
診
療
部
門
が
発
足
し
ま
し
た
！

　
近
年
の
医
療
の
発
展
は
目
覚
ま
し
く
、人

が
個
々
に
持
って
い
る
遺
伝
子
を
個
別
に
解
析

し
、そ
の
人
に
合
っ
た
治
療
薬
を
探
す
各
種
検

査
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。今
回
、紹
介
す
る

「
遺
伝
診
療
部
門
」は
、治
療
薬
な
ど
を
探
す

た
め
に
日
常
診
療
で
行
わ
れ
て
い
る
遺
伝
学

的
検
査（
血
縁
者
に
引
き
継
が
れ
る
可
能
性

の
あ
る
遺
伝
子
の
変
異
を
調
べ
る
検
査
）の

結
果
を
、患
者
さ
ん
と
そ
の
血
縁
者
の
方
々
の

病
気
の
予
防
や
健
康
管
理
に
役
立
て
て
も
ら

う
た
め
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。当
院
の「
遺
伝

診
療
部
門
」の
活
動
を
知
って
い
た
だ
き
、患
者

さ
ん
や
そ
の
血
縁
者
の「
遺
伝
診
療
」に
対
す

る
理
解
の一助
に
な
れ
ば
幸
い
で
す
。

●
は
じ
め
に

　
遺
伝
子
は
、体
の
特
徴
や
機
能
を
決
め
る

も
の
で
、人
は
ほ
と
ん
ど
の
遺
伝
子
を
２
つ

１
組
で
持
っ
て
お
り
、父
親
と
母
親
か
ら
１
つ

ず
つ
受
け
継
い
で
い
ま
す
。そ
の
遺
伝
子
の

変
化
に
よ
って
引
き
起
こ
さ
れ
る
病
気
を
、遺
伝

性
疾
患
と
い
い
ま
す
。遺
伝
性
疾
患
に
は
、

ダ
ウ
ン
症
候
群
に
代
表
さ
れ
る
染
色
体
異
常

症
や
、鎌
状
赤
血
球
症
の
よ
う
に
１
つ
の
遺
伝

子
の
変
異
に
よって
起
こ
る
単
一遺
伝
子
疾
患
、

複
数
の
遺
伝
要
因
と
環
境
要
因
の
組
み
合
わ

せ
に
よ
っ
て
起
こ
る
多
因
子
遺
伝
疾
患
が
あ

り
ま
す
。近
年
、先
天
性
疾
患
や
指
定
難
病
に

対
す
る
遺
伝
学
的
検
査
と
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス

（
遺
伝
性
疾
患
の
早
期
発
見
の
た
め
に
、継
続

し
て
定
期
的
に
行
う
検
査
）の
必

要
性
が
高
ま
って
い
ま
す
。

●「
遺
伝
診
療
部
門
」っ
て

何
を
す
る
の
？

●
遺
伝
診
療
部
門
の

具
体
的
な
活
動
は
？

図
４
に
当
院
に
お
け
る
遺
伝
診
療
の一般
的

な
流
れ
を
示
し
ま
す
。臨
床
遺
伝
専
門
医

（
新
生
児・未
熟
児
科
／
小
児
科
医
）１
名
、

●
対
象
と
な
る
病
気
と
、

対
象
と
な
る
方
は
？

●
が
ん
と
遺
伝
？

●
病
気
と
遺
伝
っ
て
？

　
日
本
で
は
２
人
に
１
人
が
生
涯

に一度
は
が
ん
を
経
験
す
る
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。が
ん
の
原
因
に
は
、

図
１
の
よ
う
に
、加
齢
や
生
活
習

慣
、ウ
イ
ル
ス
な
ど
に
よ
っ
て
遺
伝

子
が
変
化
す
る
環
境
要
因
と
、

一人
ひ
と
り
が
生
ま
れ
つ
き
持
っ
て

い
る
遺
伝
的
な
特
徴
が
か
か
わ
る

遺
伝
要
因
が
影
響
し
て
い
ま
す
。

　
遺
伝
子
の
な
か
に
は
、が
ん
の

発
症
に
か
か
わ
る
遺
伝
子
も

あ
り
ま
す
。例
え
ば
、『BRCA

1

』

や『BRCA
2

』と
い
う
遺
伝
子

は
、乳
が
ん
や
卵
巣
が
ん
な
ど

の
発
症
を
抑
制
す
る
働
き
を

持
っ
て
い
ま
す
。こ
れ
ら
の
遺

伝
子
に
生
ま
れ
な
が
ら
に
変

化（「
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
」と
い

い
ま
す
）が
あ
る
と
、乳
が
ん
や

卵
巣
が
ん
な
ど
を
発
症
し
や

す
く
な
り
ま
す
。こ
の
よ
う
に
、

生
ま
れ
つ
き
特
定
の
が
ん
に

な
り
や
す
い
体
質
と
関
連
の

あ
る
遺
伝
子
の
変
化
を
持
ち
、

発
症
す
る
腫
瘍
を
、「
遺
伝
性

腫
瘍
」と
い
い
ま
す
。図
２
が示

す
よ
う
に
、ど

ち
ら
か
の
親
が
、

遺
伝
性
腫
瘍
の

原
因
と
な
る
遺

伝
子
の
特
徴
を

持
って
い
る
場
合
、

そ
れ
が
子
ど
も

に
受
け
継
が
れ

る
確
率
は
、２
分

の
１（
50
％
）と
な

り
ま
す
。性
別
に

よ
っ
て
確
率
が
変

わ
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん（
た
だ
し
、
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※

多
く
の
遺
伝
性
腫
瘍
が
あ
り
ま
す
が
、当
院
で

は
頻
度
の
高
い
右
記
の
疾
患
を
対
象
に
し
ま
す
。

今
後
、対
象
を
広
げ
る
予
定
で
す
。

①
保
険
診
療
で
実
施
し
た
遺
伝
学
的
検

　
査
で
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を
認
め
た
患
者

　
さ
ん

②
遺
伝
学
的
検
査
で
病
的
バ
リ
ア
ン
ト
を

　
認
め
た
患
者
さ
ん
の
血
縁
者

③
が
ん
ゲ
ノ
ム
パ
ネ
ル
検
査
で
二
次
的

　
所
見
が
判
明
し
た
患
者
さ
ん
と
そ
の

血
縁
者

（
例
）

①
遺
伝
学
的
検
査
を
実
施

す
る
か
を
悩
ん
で
い
る

方
に
は
遺
伝
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

遺
伝
と
が
ん
や
遺
伝
性
疾
患
、遺
伝
学
的
検
査

の
内
容
な
ど
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
い
、意
思

決
定
を
支
援
し
ま
す
。

▼カンファレンスの様子

遺
伝
子
に
よ
っ
て
は
、別
の
遺
伝
形
式
を
と
る

も
の
も
あ
り
ま
す
）。

最
近
の
が
ん
治
療
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い
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、保
険
診
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オ
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１
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の

が
ん
遺
伝
子
検
査
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ゲ
ノ
ム
パ
ネ
ル
検
査
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２
）な
ど
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の
が
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対
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個
別
化
治
療
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可
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な
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き
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ま
す
。

そ
れ
ら
の
検
査
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な
か
に
は
、遺
伝
性
腫
瘍
に

関
連
し
た
遺
伝
学
的
検
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が
ん
や
卵
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な
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発
症
に
関
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す
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遺
伝
学
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検
査
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、大
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が
ん
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宮
内
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が
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、卵
巣
が
ん
な
ど
の
発
症
に
関
連
が
あ
る
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SI

検
査
』な
ど
）が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
遺
伝
学
的
検
査
が
普
及
す
る

　
前
述
の
よ
う
に
、遺
伝
要
因
に
よ
って
発
症

す
る
遺
伝
性
疾
患
に
関
す
る
遺
伝
学
的
検

査
や
サ
ー
ベ
イ
ラ
ン
ス
の
重
要
性
が
、よ
り
一層

高
ま
って
い
ま
す
。

　
遺
伝
学
的
検
査
は
、患
者
さ
ん
の
治
療
方

針
だ
け
で
な
く
、ま
だ
病
気
を
発
症
し
て
い
な

い
血
縁
者
の
方
の
健
康
管
理
に
も
か
か
わ
って

き
ま
す
。遺
伝
学
的
検
査
の
結
果
や
そ
の
説
明
、

対
象
と
な
る
健
康
管
理
を
、診
療
科
の
垣
根

※1：ある特定の治療薬が患者さんに効果があるかどうか、治療の前に検査をすること。
※2：がんの発生にかかわる多数の「がん関連遺伝子」のなかから、がん治療薬に結びつく

遺伝子の変化を調べる検査。
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子
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の
症
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い
ま
す
。例
え
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、当
院
で
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遺
伝
学
的
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は
、図
３

で
示
す
よ
う
に
検
査
件
数
が
年
々
増
加
し
て

い
ま
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管
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者
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。
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患
者
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や
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除
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ど
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明
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行
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た
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血
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者
に
対
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て
は
、自
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診
療
に
て
遺
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カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
や
、遺
伝
学
的
検
査
、
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ま
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。
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を
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に
つ
い
て
、遺
伝
学
的
検
査
の
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果
開
示
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ス
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、

ス
ケ
ジ
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ル
な
ど
に
つ
い
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し
ま
す
。
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を
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て
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す
る
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と
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て
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和
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に
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。
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。
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遺伝とがんや遺伝性疾患、遺伝学的検査について説明

血縁者に引き継がれる可能性がある
遺伝子の変異を調べる検査

遺伝カウンセリング
●関連する疾患のリスクやサーベイランス※を説明
●血縁者への遺伝学的検査などの相談、対策の説明

●関連する疾患のサーベイランスの実施
●血縁者への助言

病的バリアントあり 病的バリアントなし

もともとの疾患の治療に専念

※サーベイランス：遺伝性疾患の発症リスクが高いと推定さ
れた方に対して、定期的に早期発見を目的として継続的に
提供する検査

遺伝と病気について、
不安や心配事があれば、
まずは主治医や看護師に
相談してください。
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令
和
５
年
５
月
、当
院
に「
遺
伝
診
療
部
門
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。今
号
で
は
、病
気
と
遺
伝
の
説
明
か
ら
当
部
門
の
活
動
ま
で
、

さ
ま
ざ
ま
な
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。ぜ
ひ
ご一読
く
だ
さ
い
。

▼遺伝診療部門スタッフ
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　「
叱
ら
れ
て
反
省
し
て
も
、立
ち

直
り
が
早
い
」。「
相
手
の
身
の
上
話

や
人
生
観
が
、自
分
ご
と
の
よ
う
に

興
味
深
い
」。看
護
師
と
し
て
の
適

性
は
さ
て
お
き
、こ
ん
な
私
の
性
格
が
、仕
事

を
楽
し
く
続
け
る
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
人
が
い
る
病
院
で
、

楽
し
い
な
ん
て
不
謹
慎
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
ご

意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。け
れ
ど
、自
分

が
朗
ら
か
な
気
持
ち
で
い
る
と
、周
り
に
い
る

人
の
気
分
も
明
る
く
な
り
、楽
し
い
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
の
を
実
感
し
ま
す
。も
し
も
、相
手

が
来
院
し
な
け
れ
ば
、自
分
が
看
護
師
に
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
、あ
り
え
な
か
っ
た
出
会
い
、語

ら
い
。た
と
え
束
の
間
で
も
、そ
ん
な
ご
縁
の一つ

ひ
と
つ
を
、人
生
の
宝
物
だ
と
感
じ
て
い
た
い
。若
手
の
頃
、

「
整
理
整
頓
が
好
き
」と
い
う
入
院
患
者
さ
ん
か
ら
、「
あ
な

た
は
いつ
も
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
」と
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
、

今
で
も
う
れ
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
終
末
期
な
ど
の
現
場
で
は
、患
者
さ
ん
と
親
身
に
な
る
ほ

ど
、お
別
れ
す
る
の
を
辛
く
感
じ
ま
す
。け
れ
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
方
が
来
ら
れ
る
地
域
の
病
院
だ
か
ら
こ
そ
、お
一
人
お
ひ

と
り
の
事
情
や
心
情
に
寄
り
添
う
看
護
を
め
ざ
し
た
い
。

「
楽
し
い
看
護
」と
は
、私
の
上
司

だ
っ
た
方
が
、よ
く
口
に
さ
れ

て
い
た
言
葉
で
す
。自
分
が

役
職
に
つ
い
た
今
、い
ろ
ん
な

こ
と
を
受
け
止
め
る「
強
さ
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
楽
し
い
」と

言
い
切
れ
る
の
だ
と
、深
く
実
感
し
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ

先
達
に
は
遠
く
及
ば
な
い
、至
ら
な
い
私
で
す
が
、幸
い
に
も

立
派
な
上
司
や
後
輩
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、皆
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

小
児
科
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

兵庫県生まれ。平成8年に大阪赤十字看護専門学校を卒業し、大阪赤十字病院に入職。外科病棟、耳鼻科、眼科外来、呼吸器科、
消化器内科、血液内科などを経て、令和2年に看護係長へ。令和３年より小児科病棟兼外来を担当。MIEKO TAN

看
護
係
長  

丹  

三
恵
子

　「
も
と
も
と
自
分
が
無
口
だ
か
ら
、

相
手
の
お
し
ゃ
べ
り
を
聞
く
方
が
好

き
」と
話
す
藤
野
医
師
。患
者
や
保
護

者
に
対
し
て
、「
と
に
か
く
話
を
聞
く

こ
と
が
す
べ
て
の
は
じ
ま
り
」と
い
う
現

在
の
業
務
に
は
、ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の

性
格
だ
と
い
え
る
。し
か
し
、当
院
に

来
る
ま
で
は
、〝
臨
床
医
と
し
て
の
や
り

が
い
〞と〝
研
究
へ
の
興
味
〞と
の
間
で

揺
れ
動
い
て
い
た
と
い
う
。

　
き
っ
か
け
は
、市
民
病
院
に
勤
め
て
い

た
若
手
時
代
、重
病
の
患
者
さ
ん
を
他

の
大
病
院
に
任
せ
る
体
験
を
繰
り
返
し

た
こ
と
。「
も
っ
と
自
分
で
詳
し
く
診
ら

れ
た
ら
、と
い
う
想
い
が
つ
のっ
て
」。大

学
院
生
と
し
て
母
校
に
戻
り
、白
血
病

な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
血
液
の
が
ん
」を
研

究
す
る
こ
と
に
。そ
の
分
野
で
最
先
端

を
行
く
、ア
メ
リ
カ
の
小
児
病
院
へ
の
留

学
も
果
た
し
た
。「
そ
こ
で
、世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
肌
で
感
じ
る
と
と

も
に
、自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
臨
床
の

場
だ
、と
腹
を
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。帰
国
後
、す
ぐ
に
当
院
へ
入
職

し
て
十
数
年
。「
初
め
て
会
っ
た
と
き
は

幼
児
だ
っ
た
患
者
が
、も
う
中
学
生
に
」

と
無
事
に
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
守

り
な
が
ら
、「
こ
れ
こ
そ
、小
児
科
医
冥

利
に
つ
き
ま
す
」と
頬
を
ゆ
る
ま
せ
る
。

「
子
ど
も
って
、凄
い
ん
で
す
よ
。ご
ま
か

し
が
通
じ
な
く
て
正
直
だ
か
ら
、相
手

が
本
気
で
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

か
、敏
感
に
察
し
て
反
応
す
る
ん
で
す
」。

た
と
え
嫌
な
処
置
を
さ
れ
て
も
、〝
自

分
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い
る
〞

と
い
う
医
師
や
看
護
師
の
想
い
が

伝
わ
れ
ば
、だ
ん
だ
ん
泣
き
わ
め

く
の
を
や
め
て
、一生
懸
命
こ
ら
え

て
く
れ
る
。「
小
さ

な
身
体
で
、大
人

も
根
を
上
げ
る
よ

う
な
治
療
や
孤
独

に
向
き
合
う
姿
を

見
て
い
る
と
、本
当

に
愛
し
く
て
、な
ん

と
か
元
気
に
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
」。

　
自
然
に
あ
ふ
れ
て
く
る
愛
情
と
熱
意

で
、一人
ひ
と
り
の
子
ど
も
や
保
護
者
と

の
信
頼
関
係
を
紡
ぐ
藤
野
医
師
。科
の

診
療
方
針
と
し
て
も
、〝
本
人
の
意
思
〞

を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

「
大
人
の
患
者
な
ら
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、立
場
が
弱
い
子
ど
も
の
場
合
は

と
て
も
難
し
い
。そ
の
な
か
で
も
、〝
自

分
は
ど
う
し
た
い
の
か
〞と
いっ
た
気
持

ち
を
、ど
ん
な
に
幼
い
子
に
も
し
っ
か
り

聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　
今
、病
気
や
け
が
と
闘
って
い
る
子
ど

も
た
ち
も
、や
が
て
成
長
し
て
小
児
科

医
の
元
を
離
れ
、外
の
世
界
へ
出
る
こ
と

に
な
る
。そ
の
と
き
、ど
の
よ
う
な
社
会

が
、彼
ら
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
の
か
。

「
私
た
ち
小
児
科
医
チ
ー
ム
も
全
力
で

が
ん
ば
り
ま
す
。な
の
で
、直
接
つ
な
が

り
の
な
い
皆
さ
ん
も
、子
ど
も
を

愛
し
む
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」。

よ
う
や
く
退
院
を
迎
え
、は
ち
き

れ
そ
う
な
み
ん
な
の
笑
顔
が
、成

長
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
輝
く
こ
と

を
願
って
。藤
野
医
師
が
見
つ
め
る

子
ど
も
た
ち
の
明
日
は
、私
た
ち

の
未
来
そ
の
も
の
だ
。

笑
顔
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
︑

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
つ
め
る
︒

小
児
科
部
長  

藤
野
寿
典

研
究
者
と
し
て
世
界
と
競
う
よ
り
︑

小
児
科
医
と
し
て
の
醍
醐
味
を
︒

す
べ
て
の
大
人
が
︑

子
ど
も
を
愛
す
る
社
会
を
願
っ
て
︒

H
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シ
リ
ー
ズ

休
日
は
気
ま
ぐ
れ
散
歩
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●86

福岡県出身。平成9年に京都大学医学部卒業。同大学医学部附属病院での勤務を経て、平成10年より大和高田市立病院に入職。平成18年京都大学大学院医学研究科博士課程修了。
以後、市立岸和田市民病院、京都大学医学部附属病院、米国のシンシナティ小児病院を経て、平成23年より大阪赤十字病院に勤務。令和4年4月より現職。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
秋
は
さ
ん
ま
、さ
ば
、い
わ
し
、さ
け
な
ど
の
多
く
の
魚
が
旬
を
迎
え

ま
す
。魚
の
油
に
は
不
飽
和
脂
肪
酸
で
あ
る「
Ｄ
Ｈ
Ａ（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸
）」や「
Ｅ
Ｐ
Ａ（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）」が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
に
は
、血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
減

ら
す
働
き
が
あ
り
、肥
満
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
認
知
機
能
低
下
の
抑
制
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、体
内
で
は
生
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
必
須
脂
肪
酸

で
あ
る
た
め
、日
々
の
食
事
か
ら
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
近
年
、「
臭
い
が
気
に
な
る
」

「
調
理
が
難
し
そ
う
」「
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
少
な
い
」と
いっ
た
理
由

か
ら
、魚
離
れ
が
急
速
に
進
ん
で

い
ま
す
が
、少
し
の
工
夫
で
簡
単

に
お
い
し
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
つい
肉
類
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
方
も
、

魚
が
お
い
し
く
味
わ
え
る
こ
の

季
節
に
魚
料
理
を
楽
し
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士  

光
田
千
穂

ミニ知識 薬剤部 薬事衛生課
坂本 千明お薬

　
高
齢
に
な
る
と
、複
数
の
病
気
に
か
か
り
、受
診
す
る
医
療
機
関
も
複
数
に
な
る
た
め
、

お
薬
の
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。お
薬
の
数
が
増
え
る
と
、飲
み
間
違
い
や
飲
み

忘
れ
が
生
じ
た
り
、副
作
用
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
態
の
こ
と
を「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」と
い
い
ま
す
。重
要
な
の
は「
単
に
服
用
す
る
お
薬

の
数
が
多
い
こ
と
」で
は
な
く
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
有
害
な
影
響
が
出
て
い
る
」と
い
う
こ
と

で
す
。

　
最
後
に
、お
薬
が
多
い
か
ら
と
いって
、必
ず
減
ら
す
べ
き
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、心
臓
や
腎
臓
の
病
気
で
は
、処
方
さ
れ
る
お
薬
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、お
薬
の
な
か
に
は
症
状
の
悪
化
を
防
ぎ
、お
薬
自
体
が
臓
器
の
代
わ
り
を
果
た
す

よ
う
な
命
に
か
か
わ
る
大
切
な
役
目
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、急
に
中
止
す
る
と
、症
状
が

悪
化
し
た
り
、副
作
用
が
出
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
こ
の
お
薬
は
な
ん
で
飲
ん
で
い
る
ん
だ
っ
け
？
」「
お
薬
が
多
く
て
飲
む
の
が
大
変
だ
」、

そ
の
よ
う
な
と
き
は
自
己
判
断
で
中
止
せ
ず
、気
軽
に
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

秋

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
患
者
さ
ん
ご
自
身
で
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
か
、減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
お
薬
な
の
か
を
見
極

め
る
の
は
困
難
で
す
。一方
で
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
発
見
す
る
に
は
患
者
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。医
師・薬
剤
師
に
相
談
さ
れ
る
際
は
、次
の
４
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。
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あ
な
た
は
お
薬
を
い
く
つ
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

255kcal
17.9ｇ
15.0ｇ
13.8ｇ
1.6ｇ

■栄養成分（1人分）

旬
を
味
わ
う

「
さ
ば
と
い
ろ
い
ろ
き
の
こ
の
揚
げ
び
た
し
」

帰宅してすぐスイーツを
頬張るのが、至福のひととき。

2切れ
適量
適量
適量
40ｇ
30ｇ
2枚
適量

150ｃｃ
大さじ2
大さじ1
大さじ1
大さじ1
1～2本

〈材料〉（2人分）
さば
塩
片栗粉
揚げ油
しめじ
えのき
しいたけ
ねぎ
【調味液】
　だし汁
　しょうゆ
　みりん
　酒
　酢
　鷹の爪

〈作り方〉
❶さばに塩をふり、数分置いてから
水洗いする。

❷フライパンに調味液の材料をすべて
　入れ、煮立ったらきのこを加え火が
　通るまで煮る。
❸さばに片栗粉をまぶし、170℃の油
　で揚げる。
❹②の調味液に③を漬ける。味がしみ
　込んだら器に盛り付け、刻みねぎを
　散らす。

魚料理をおいしく楽しむために

■
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
？
必
要
な
お
薬
？

お
薬
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
、お
薬
手
帳
は一冊
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

市
販
薬
を
購
入
す
る
際
も
お
薬
手
帳
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
の
医
師・薬
剤
師
を
も
ち
、

お
薬
の
情
報
を
日
頃
か
ら
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
、ケ
ー
ス
、一包
化（※

）包
装
を
利
用
し
、

飲
み
間
違
い
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

い
つ
頃
か
ら
、ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
た
の
か
、

気
に
な
る
症
状
に
つ
い
て
メ
モ
し
、す
ぐ
に
医
師・薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

一包
化
と
は
、内
服
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
同
じ
複
数
の
お
薬
を
１
袋
に
ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

1
か
か
り
つ
け
を
も
ち
ま
し
ょ
う

2
お
薬
は
医
師
の
指
示
ど
お
り
に
飲
み
ま
し
ょ
う

3
お
薬
の
服
用
中
に
異
変
を
感
じ
た
ら

4

　　　　　　　　　　　　　 塩で下味をつける、煮魚に梅干しを加える、香味野菜や
柑橘類の果汁を加えるなどの方法は、旨味を強めたり、臭みを取り除く効果があります。

　　　　　　　　　　　 骨や内臓などの下処理がなく手軽に使用できます。缶詰は
そのまま食べるだけでなく、和え物やパスタの具材にするなどの活用法もおすすめです。

　　　　　　　　　　　　　　 野菜や他の魚介類などと炒める、煮るなど具沢山に
することで、一品でもボリュームを出すことができます。

■塩味、酸味、香りを取り入れる…

■切り身や缶詰を使用する…

■野菜や他の食材を組み合わせる…

数字好きな理系気質を活かし、
ウェアラブル端末を腕に、
毎日の歩数チェック。

一人ひとりに寄り添いながら、
真剣に「楽しい看護」をめざしたい。

お薬手帳は
1冊にまとめて
くださいね
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　「
叱
ら
れ
て
反
省
し
て
も
、立
ち

直
り
が
早
い
」。「
相
手
の
身
の
上
話

や
人
生
観
が
、自
分
ご
と
の
よ
う
に

興
味
深
い
」。看
護
師
と
し
て
の
適

性
は
さ
て
お
き
、こ
ん
な
私
の
性
格
が
、仕
事

を
楽
し
く
続
け
る
支
え
と
な
っ
て
い
ま
す
。

「
病
気
や
け
が
で
苦
し
む
人
が
い
る
病
院
で
、

楽
し
い
な
ん
て
不
謹
慎
じ
ゃ
な
い
か
」と
い
う
ご

意
見
も
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。け
れ
ど
、自
分

が
朗
ら
か
な
気
持
ち
で
い
る
と
、周
り
に
い
る

人
の
気
分
も
明
る
く
な
り
、楽
し
い
雰
囲
気
が

生
ま
れ
る
の
を
実
感
し
ま
す
。も
し
も
、相
手

が
来
院
し
な
け
れ
ば
、自
分
が
看
護
師
に
な
っ

て
い
な
け
れ
ば
、あ
り
え
な
か
っ
た
出
会
い
、語

ら
い
。た
と
え
束
の
間
で
も
、そ
ん
な
ご
縁
の一つ

ひ
と
つ
を
、人
生
の
宝
物
だ
と
感
じ
て
い
た
い
。若
手
の
頃
、

「
整
理
整
頓
が
好
き
」と
い
う
入
院
患
者
さ
ん
か
ら
、「
あ
な

た
は
いつ
も
き
れ
い
に
し
て
く
れ
る
」と
感
謝
さ
れ
た
こ
と
が
、

今
で
も
う
れ
し
く
思
い
出
さ
れ
ま
す
。

　
終
末
期
な
ど
の
現
場
で
は
、患
者
さ
ん
と
親
身
に
な
る
ほ

ど
、お
別
れ
す
る
の
を
辛
く
感
じ
ま
す
。け
れ
ど
、さ
ま
ざ
ま

な
方
が
来
ら
れ
る
地
域
の
病
院
だ
か
ら
こ
そ
、お
一
人
お
ひ

と
り
の
事
情
や
心
情
に
寄
り
添
う
看
護
を
め
ざ
し
た
い
。

「
楽
し
い
看
護
」と
は
、私
の
上
司

だ
っ
た
方
が
、よ
く
口
に
さ
れ

て
い
た
言
葉
で
す
。自
分
が

役
職
に
つ
い
た
今
、い
ろ
ん
な

こ
と
を
受
け
止
め
る「
強
さ
」

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、「
楽
し
い
」と

言
い
切
れ
る
の
だ
と
、深
く
実
感
し
て
い
ま
す
。ま
だ
ま
だ

先
達
に
は
遠
く
及
ば
な
い
、至
ら
な
い
私
で
す
が
、幸
い
に
も

立
派
な
上
司
や
後
輩
に
恵
ま
れ
て
い
る
の
で
、皆
さ
ん
に
助
け

て
い
た
だ
き
な
が
ら
、子
ど
も
た
ち
が
楽
し
く
過
ご
せ
る

小
児
科
を
め
ざ
し
て
い
き
ま
す
。

兵庫県生まれ。平成8年に大阪赤十字看護専門学校を卒業し、大阪赤十字病院に入職。外科病棟、耳鼻科、眼科外来、呼吸器科、
消化器内科、血液内科などを経て、令和2年に看護係長へ。令和３年より小児科病棟兼外来を担当。MIEKO TAN

看
護
係
長  

丹  

三
恵
子

　「
も
と
も
と
自
分
が
無
口
だ
か
ら
、

相
手
の
お
し
ゃ
べ
り
を
聞
く
方
が
好

き
」と
話
す
藤
野
医
師
。患
者
や
保
護

者
に
対
し
て
、「
と
に
か
く
話
を
聞
く

こ
と
が
す
べ
て
の
は
じ
ま
り
」と
い
う
現

在
の
業
務
に
は
、ま
さ
に
う
っ
て
つ
け
の

性
格
だ
と
い
え
る
。し
か
し
、当
院
に

来
る
ま
で
は
、〝
臨
床
医
と
し
て
の
や
り

が
い
〞と〝
研
究
へ
の
興
味
〞と
の
間
で

揺
れ
動
い
て
い
た
と
い
う
。

　
き
っ
か
け
は
、市
民
病
院
に
勤
め
て
い

た
若
手
時
代
、重
病
の
患
者
さ
ん
を
他

の
大
病
院
に
任
せ
る
体
験
を
繰
り
返
し

た
こ
と
。「
も
っ
と
自
分
で
詳
し
く
診
ら

れ
た
ら
、と
い
う
想
い
が
つ
のっ
て
」。大

学
院
生
と
し
て
母
校
に
戻
り
、白
血
病

な
ど
の
い
わ
ゆ
る「
血
液
の
が
ん
」を
研

究
す
る
こ
と
に
。そ
の
分
野
で
最
先
端

を
行
く
、ア
メ
リ
カ
の
小
児
病
院
へ
の
留

学
も
果
た
し
た
。「
そ
こ
で
、世
界
ト
ッ

プ
レ
ベ
ル
の
研
究
を
肌
で
感
じ
る
と
と

も
に
、自
分
に
ふ
さ
わ
し
い
の
は
臨
床
の

場
だ
、と
腹
を
く
く
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」。帰
国
後
、す
ぐ
に
当
院
へ
入
職

し
て
十
数
年
。「
初
め
て
会
っ
た
と
き
は

幼
児
だ
っ
た
患
者
が
、も
う
中
学
生
に
」

と
無
事
に
成
長
し
て
い
く
様
子
を
見
守

り
な
が
ら
、「
こ
れ
こ
そ
、小
児
科
医
冥

利
に
つ
き
ま
す
」と
頬
を
ゆ
る
ま
せ
る
。

「
子
ど
も
って
、凄
い
ん
で
す
よ
。ご
ま
か

し
が
通
じ
な
く
て
正
直
だ
か
ら
、相
手

が
本
気
で
自
分
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

か
、敏
感
に
察
し
て
反
応
す
る
ん
で
す
」。

た
と
え
嫌
な
処
置
を
さ
れ
て
も
、〝
自

分
の
た
め
に
や
っ
て
く
れ
て
い
る
〞

と
い
う
医
師
や
看
護
師
の
想
い
が

伝
わ
れ
ば
、だ
ん
だ
ん
泣
き
わ
め

く
の
を
や
め
て
、一生
懸
命
こ
ら
え

て
く
れ
る
。「
小
さ

な
身
体
で
、大
人

も
根
を
上
げ
る
よ

う
な
治
療
や
孤
独

に
向
き
合
う
姿
を

見
て
い
る
と
、本
当

に
愛
し
く
て
、な
ん

と
か
元
気
に
し
て

あ
げ
た
い
と
い
う
気
持
ち
で
いっ
ぱ
い
に

な
り
ま
す
」。

　
自
然
に
あ
ふ
れ
て
く
る
愛
情
と
熱
意

で
、一人
ひ
と
り
の
子
ど
も
や
保
護
者
と

の
信
頼
関
係
を
紡
ぐ
藤
野
医
師
。科
の

診
療
方
針
と
し
て
も
、〝
本
人
の
意
思
〞

を
何
よ
り
大
切
に
し
て
い
る
と
い
う
。

「
大
人
の
患
者
な
ら
当
た
り
前
の
こ
と

で
も
、立
場
が
弱
い
子
ど
も
の
場
合
は

と
て
も
難
し
い
。そ
の
な
か
で
も
、〝
自

分
は
ど
う
し
た
い
の
か
〞と
いっ
た
気
持

ち
を
、ど
ん
な
に
幼
い
子
に
も
し
っ
か
り

聞
く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
」。

　
今
、病
気
や
け
が
と
闘
って
い
る
子
ど

も
た
ち
も
、や
が
て
成
長
し
て
小
児
科

医
の
元
を
離
れ
、外
の
世
界
へ
出
る
こ
と

に
な
る
。そ
の
と
き
、ど
の
よ
う
な
社
会

が
、彼
ら
を
受
け
止
め
て
く
れ
る
の
か
。

「
私
た
ち
小
児
科
医
チ
ー
ム
も
全
力
で

が
ん
ば
り
ま
す
。な
の
で
、直
接
つ
な
が

り
の
な
い
皆
さ
ん
も
、子
ど
も
を

愛
し
む
心
を
忘
れ
な
い
で
ほ
し
い
」。

よ
う
や
く
退
院
を
迎
え
、は
ち
き

れ
そ
う
な
み
ん
な
の
笑
顔
が
、成

長
し
て
か
ら
も
ず
っ
と
輝
く
こ
と

を
願
って
。藤
野
医
師
が
見
つ
め
る

子
ど
も
た
ち
の
明
日
は
、私
た
ち

の
未
来
そ
の
も
の
だ
。

笑
顔
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
︑

子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
つ
め
る
︒

小
児
科
部
長  

藤
野
寿
典

研
究
者
と
し
て
世
界
と
競
う
よ
り
︑

小
児
科
医
と
し
て
の
醍
醐
味
を
︒

す
べ
て
の
大
人
が
︑

子
ど
も
を
愛
す
る
社
会
を
願
っ
て
︒

H
IS
A
N
O
R
I F
U
J
IN
O

シ
リ
ー
ズ

休
日
は
気
ま
ぐ
れ
散
歩
や

サ
イ
ク
リ
ン
グ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

情
熱
の
白
衣
医
師
の
素
顔
●86

福岡県出身。平成9年に京都大学医学部卒業。同大学医学部附属病院での勤務を経て、平成10年より大和高田市立病院に入職。平成18年京都大学大学院医学研究科博士課程修了。
以後、市立岸和田市民病院、京都大学医学部附属病院、米国のシンシナティ小児病院を経て、平成23年より大阪赤十字病院に勤務。令和4年4月より現職。

★新型コロナウイルス感染症対策により、マスク着用での取材とさせていただきました。

　
秋
は
さ
ん
ま
、さ
ば
、い
わ
し
、さ
け
な
ど
の
多
く
の
魚
が
旬
を
迎
え

ま
す
。魚
の
油
に
は
不
飽
和
脂
肪
酸
で
あ
る「
Ｄ
Ｈ
Ａ（
ド
コ
サ
ヘ
キ
サ

エ
ン
酸
）」や「
Ｅ
Ｐ
Ａ（
エ
イ
コ
サ
ペ
ン
タ
エ
ン
酸
）」が
豊
富
に
含
ま
れ
て

い
ま
す
。こ
れ
ら
に
は
、血
液
中
の
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
中
性
脂
肪
を
減

ら
す
働
き
が
あ
り
、肥
満
や
動
脈
硬
化
な
ど
の
生
活
習
慣
病
の
予
防

や
認
知
機
能
低
下
の
抑
制
な
ど
に
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｈ
Ａ
や
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
、体
内
で
は
生
成
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
必
須
脂
肪
酸

で
あ
る
た
め
、日
々
の
食
事
か
ら
積
極
的
に
摂
取
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
近
年
、「
臭
い
が
気
に
な
る
」

「
調
理
が
難
し
そ
う
」「
ボ
リ
ュ

ー
ム
が
少
な
い
」と
いっ
た
理
由

か
ら
、魚
離
れ
が
急
速
に
進
ん
で

い
ま
す
が
、少
し
の
工
夫
で
簡
単

に
お
い
し
く
楽
し
む
こ
と
が
で

き
ま
す
。日
頃
つい
肉
類
ば
か
り

に
な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
方
も
、

魚
が
お
い
し
く
味
わ
え
る
こ
の

季
節
に
魚
料
理
を
楽
し
ん
で
み

ま
し
ょ
う
。

食
だ
よ
り

栄
養
管
理
課  

管
理
栄
養
士  

光
田
千
穂

ミニ知識 薬剤部 薬事衛生課
坂本 千明お薬

　
高
齢
に
な
る
と
、複
数
の
病
気
に
か
か
り
、受
診
す
る
医
療
機
関
も
複
数
に
な
る
た
め
、

お
薬
の
数
が
増
え
る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。お
薬
の
数
が
増
え
る
と
、飲
み
間
違
い
や
飲
み

忘
れ
が
生
じ
た
り
、副
作
用
を
引
き
起
こ
し
た
り
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。こ
の
よ
う
な

状
態
の
こ
と
を「
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
」と
い
い
ま
す
。重
要
な
の
は「
単
に
服
用
す
る
お
薬

の
数
が
多
い
こ
と
」で
は
な
く
、「
そ
れ
に
よ
っ
て
有
害
な
影
響
が
出
て
い
る
」と
い
う
こ
と

で
す
。

　
最
後
に
、お
薬
が
多
い
か
ら
と
いって
、必
ず
減
ら
す
べ
き
と
い
う
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

例
え
ば
、心
臓
や
腎
臓
の
病
気
で
は
、処
方
さ
れ
る
お
薬
が
多
く
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、お
薬
の
な
か
に
は
症
状
の
悪
化
を
防
ぎ
、お
薬
自
体
が
臓
器
の
代
わ
り
を
果
た
す

よ
う
な
命
に
か
か
わ
る
大
切
な
役
目
が
あ
る
も
の
も
あ
り
、急
に
中
止
す
る
と
、症
状
が

悪
化
し
た
り
、副
作
用
が
出
た
り
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　「
こ
の
お
薬
は
な
ん
で
飲
ん
で
い
る
ん
だ
っ
け
？
」「
お
薬
が
多
く
て
飲
む
の
が
大
変
だ
」、

そ
の
よ
う
な
と
き
は
自
己
判
断
で
中
止
せ
ず
、気
軽
に
医
師
や
薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

食
秋

お
薬
手
帳
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　
患
者
さ
ん
ご
自
身
で
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
な
の
か
、減
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い
お
薬
な
の
か
を
見
極

め
る
の
は
困
難
で
す
。一方
で
、ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
を
発
見
す
る
に
は
患
者
さ
ん
の
協
力
が
不
可
欠
で

す
。医
師・薬
剤
師
に
相
談
さ
れ
る
際
は
、次
の
４
点
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

看護師レポート 86

あ
な
た
は
お
薬
を
い
く
つ
飲
ん
で
い
ま
す
か
？

エネルギー
たんぱく質
脂質
炭水化物
食塩相当量

255kcal
17.9ｇ
15.0ｇ
13.8ｇ
1.6ｇ

■栄養成分（1人分）

旬
を
味
わ
う

「
さ
ば
と
い
ろ
い
ろ
き
の
こ
の
揚
げ
び
た
し
」

帰宅してすぐスイーツを
頬張るのが、至福のひととき。

2切れ
適量
適量
適量
40ｇ
30ｇ
2枚
適量

150ｃｃ
大さじ2
大さじ1
大さじ1
大さじ1
1～2本

〈材料〉（2人分）
さば
塩
片栗粉
揚げ油
しめじ
えのき
しいたけ
ねぎ
【調味液】
　だし汁
　しょうゆ
　みりん
　酒
　酢
　鷹の爪

〈作り方〉
❶さばに塩をふり、数分置いてから
水洗いする。

❷フライパンに調味液の材料をすべて
　入れ、煮立ったらきのこを加え火が
　通るまで煮る。
❸さばに片栗粉をまぶし、170℃の油
　で揚げる。
❹②の調味液に③を漬ける。味がしみ
　込んだら器に盛り付け、刻みねぎを
　散らす。

魚料理をおいしく楽しむために

■
ポ
リ
フ
ァ
ー
マ
シ
ー
？
必
要
な
お
薬
？

お
薬
の
全
体
像
を
把
握
す
る
た
め
、お
薬
手
帳
は一冊
に
ま
と
め
て
く
だ
さ
い
。

市
販
薬
を
購
入
す
る
際
も
お
薬
手
帳
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

か
か
り
つ
け
の
医
師・薬
剤
師
を
も
ち
、

お
薬
の
情
報
を
日
頃
か
ら
共
有
し
て
く
だ
さ
い
。

お
薬
カ
レ
ン
ダ
ー
、ケ
ー
ス
、一包
化（※

）包
装
を
利
用
し
、

飲
み
間
違
い
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

い
つ
頃
か
ら
、ど
の
よ
う
な
症
状
が
出
て
き
た
の
か
、

気
に
な
る
症
状
に
つ
い
て
メ
モ
し
、す
ぐ
に
医
師・薬
剤
師
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

※

一包
化
と
は
、内
服
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
同
じ
複
数
の
お
薬
を
１
袋
に
ま
と
め
る
こ
と
で
す
。

1
か
か
り
つ
け
を
も
ち
ま
し
ょ
う

2
お
薬
は
医
師
の
指
示
ど
お
り
に
飲
み
ま
し
ょ
う

3
お
薬
の
服
用
中
に
異
変
を
感
じ
た
ら

4

　　　　　　　　　　　　　 塩で下味をつける、煮魚に梅干しを加える、香味野菜や
柑橘類の果汁を加えるなどの方法は、旨味を強めたり、臭みを取り除く効果があります。

　　　　　　　　　　　 骨や内臓などの下処理がなく手軽に使用できます。缶詰は
そのまま食べるだけでなく、和え物やパスタの具材にするなどの活用法もおすすめです。

　　　　　　　　　　　　　　 野菜や他の魚介類などと炒める、煮るなど具沢山に
することで、一品でもボリュームを出すことができます。

■塩味、酸味、香りを取り入れる…

■切り身や缶詰を使用する…

■野菜や他の食材を組み合わせる…

数字好きな理系気質を活かし、
ウェアラブル端末を腕に、
毎日の歩数チェック。

一人ひとりに寄り添いながら、
真剣に「楽しい看護」をめざしたい。

市
販
薬
を
購
入
す
る
際
も
お
薬
手
帳
を
携
帯
し
て
く
だ
さ
い
。

お薬手帳は
1冊にまとめて
くださいね

5 4
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登録医
紹介

Japanese Red Cross Osaka Hospital International Medical Relief Dep.国際医療救援部

紹  介

逆紹介

大阪赤十字病院
高度医療・専門医療
症状が安定したら再び
「かかりつけ医」へ

かかりつけ医
日ごろの健康管理
専門的な治療が
必要なら当院へ紹介

病院と診療所がその機能や役割を分担しながら、患者さんに適切な医療を
提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

か か り つ け 医 をもちましょう

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126
syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

がん相談支援センター

緩和ケアチーム
緩和ケア病棟
がん看護専門看護師
小木曽 照子

● 院　長／明石 夕香
● 診療科／内科、肝臓内科、消化器内科、小児科
● 住　所／八尾市北本町2丁目１２-２３
● 電　話／072-922-3193
● 診療時間

特長

地域の皆さまへ

父の代からのクリニックを継承して16年、今年で開設66年を迎えます。
また、継承後より母校である地元小学校の校医を務めています。患者さんのなか
には、最高齢90歳の方、4代に渡り通われている方もおられます。専門は消化器
肝臓内科で、上下部消化管、特に肝臓指導医・超音波指導医として肝胆膵疾患
の診療に力を入れており、関西医科大学消化器肝臓内科の非常勤講師として
出務もしています。

小さなクリニックですが地域のかかりつけ医として、患者さん
の信頼に応え、一人ひとりにきめ細やかな対応ができるよう、スタッフ一同がん
ばっています。地域医療への貢献として、八尾保健センターでの乳児健診、休日
診療所の出務もしています。新型コロナワクチンを含め乳幼児から高齢者までの
予防接種を行っています。子どもから大人まで、大阪赤十字病院など地域の基幹
病院および関西医科大学など大学病院と連携して幅広く対応しています。

明石医院
あ か  し    い  いん

月 火　 水 木 金　土
9：00～12：00午前

１７：３０～１９：００午後

外　来
▲明石院長

▲院内掲示物

△予約のみの肝臓外来
■休診日／火曜、土曜、日曜、祝日

vol.57

〝緩和ケアチーム〟

お知らせ
からの

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
、コ
ロ
ナ
）

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ

や
医
療
を
行
う
た
め
に一
時
的
に
緩
和
ケ
ア
病
棟

を
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
４
年
７
月
か
ら

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
運
用
を
再
開
し
、１
年
が
経
ち

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、緩
和
ケ
ア
病
棟
と
い
う
と
、ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。当
院
の

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、「
患
者
さ
ん一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
尊
重
し
、患
者
さ
ん
が『
そ
の
人
ら
し
く
』

穏
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
支
援
す
る
」こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

『
そ
の
人
ら
し
く
』と
は
、言
い
換
え
る
な
ら
ば
、

『
患
者
さ
ん
の
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
』で
す
。

一方
で
価
値
観
は
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
、私
た
ち

本館２階１番窓口

がん全般に関する
さまざまなご相談を
お受けしています。

● 院　長／有澤 健司
● 診療科／内科
● 住　所／大阪市生野区巽中2丁目４-１９
● 電　話／06-6758-1154
● 往　診／有（要相談）
● 訪問診察／有（要相談）
● 診療時間

特長

地域の皆さまへ

当院は昭和55年に先代が外科・内科の診療所として開院しました。平成
15年に引き継いでからは内科のみへと変更し現在に至っています。高血圧症・
糖尿病・脂質異常症といった生活習慣病や消化器系疾患などを中心に内科全般
の診療を行い、それぞれの方の生活背景なども考慮して治療にあたるよう心がけ
ています。

何科に診てもらえばよいかわからずに受診される方も多く、
その際は当院で可能な検査を実施するなど、できる限り対応するように心がけ、
より専門的な診療や高度な検査が必要と判断した場合は、それに応じた医療機関
へご紹介しています。地域のかかりつけ医として、さまざまなことを気軽に相談で
きる場所でありたいと思っています。

医療法人 有沢医院
あ り さ わ い  い んい  りょう ほ う  じ ん

月 火　 水 木 金　土
9：00～12：00午前

１6：３０～１９：００午後

外　来

▶有沢院長

▲医院入口

■休診日／木曜、日曜、祝日

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
再
開
か
ら

１
年
が
経
ち
ま
し
た

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
携
わ
る
医
療
者
は
、常
に
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
と
対
話
を
重
ね
、「
そ
の
人
ら
し
く

在
る
」こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、ケ
ア
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
あ
る
患
者
さ

ん（
Ａ
さ
ん
）と
の
か
か
わ
り
に
つい
て
お
話
し
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
は
が
ん
に
よ
る
痛
み
と
倦
怠
感
が
あ
り
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
さ
れ
ま
し
た
。腹
部
に

持
続
的
な
痛
み
が
あ
り
、夜
間
も
眠
れ
ま
せ
ん
。

し
だ
い
に
苛
立
ち
が
強
く
な
り
、家
族
に
感
情
を

ぶ
つ
け
て
し
ま
い
、そ
の
よ
う
な
自
分
を
情
け
な
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。鎮
痛
薬
を
投
与
す
る
こ
と
で

腹
痛
は
徐
々
に
緩
和
し
ま
し
た
が
、Ａ
さ
ん
は「
み

ん
な
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
って…

」と
、苦
悩
を

語
ら
れ
ま
し
た
。医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、Ａ
さ
ん
と
の

対
話
を
通
し
、Ａ
さ
ん
は
元
々
穏
や
か
な
性
格
で

あ
っ
た
こ
と
、体
力
が
低
下
し
趣
味
の
山
登
り
を

諦
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
へ
の
つ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
こ
と
、な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、鎮
痛
薬
に
加
え
、浴
槽
で
の
入
浴
を
援
助

し
、心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、山
登
り
が

し
た
い
と
い
う
希
望
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
、Ａ
さ

ん
は
少
し
ず
つ「
自
分
ら
し
さ
」を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、「
そ
の
人
ら
し
く
」を
支
え
る
た
め
に
、

よ
り
よ
い
緩
和
医
療
や
ケ
ア
を
行
って
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

★
４
年
ぶ
り
に
院
内
で
対
面
形
式
で

　「
災
育
」を
開
催
し
ま
し
た

大
阪
赤
十
字
病
院
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
災
育
」を
、８
月
６
日（
日
）に
開
催
し
ま
し

た
。「
災
育
」と
は
防
災
の
教
育
と
い
う
意
味

で
当
院
が
作
っ
た
造
語
で
す
。

当
院
で
は
、地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、平
成
22
年
か
ら
毎
年

８
月
第
１
日
曜
日
に
病
院
の一部
を
開
放
し
、

体
験
型
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。な
ぜ
親
子
な
の
か
。そ
の
理
由
は
、現
在

の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
世
代
と
、20
年
後
、

30
年
後
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
世
代
に

学
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。ま
た
、防
災

に
つ
い
て
新
た
な
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

家
族
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、親
子
で
の
参
加
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

し
ば
ら
く
対
面
形
式
で
の
開
催
を
見
合
わ

せ
て
い
た
た
め
、４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
年
の「
災
育
」に
は
、大
阪
市
消
防
局
、

大
阪
府
警
察
、陸
上
自
衛
隊
、大
阪
市
水
道

局
、天
王
寺
区
役
所
な
ど
の
防
災
機
関
や

行
政
に
加
え
て
、大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
いっ
た
災
害
時
に
活
動
す
る
公
共

的
な
企
業
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら

に
、当
院
や
赤
十
字
関
係
施
設
か
ら
も
傷

メ
イ
ク
や
応
急
処
置
、薬
局
体
験
、Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
、手
洗
い
チ
ェッ
ク
、無
線
体
験
、防
災

す
ご
ろ
く
、模
擬
献
血
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
展
開

し
ま
し
た
。災
育
は
当
院
が
行
う
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
最
大
の
も
の
で
、今
年
は

５
４
２
名
の
地
域
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

第13回 「親と子の防災体験セミナー 災育」を開催

▲大阪市水道局による応急給水 ▲陸上自衛隊の出動車輌前で決めポーズ！▲大阪市消防局の消防士さんに
　消火器の使い方を教えてもらいました

▲すごろくで防災について学びました

当
院
職
員
や
関
係
者
を
含
め
る
と
、参
加

人
数
は
合
計
９
０
０
名
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
い
く

さい いく

★「
災
害
」と「
自
然
現
象
」の
違
い

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
毎
回
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
防
災
に
関
す
る
講
演
に
対

し
て
は
、「
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
見
直
す

機
会
と
な
っ
た
」、

「
災
害
と
自
然
現

象
の
違
い
が
よ
く

わ
か
っ
た
」な
ど
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
ク
イ
ズ
で
す
。

『
地
震
、台
風
、大
雨
な
ど
は
災
害
で
し
ょ
う

か
？
災
害
と
自
然
現
象
の
違
い
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？
』

　
実
は
地
震
や
台
風
は
被
害
が
出
な
け
れ

ば
、単
な
る「
自
然
現
象
」で
す
。し
か
し
、

地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
り
家
が
被
害
を

受
け
た
り
、人
が
け
が
を
し
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
時
点
で「
災
害
」に
な
り
ま
す
。と
い
う

こ
と
は
、「
自
然
現
象
」を「
災
害
」に
し
な

い
た
め
に
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
何
か

あ
り
そ
う
で
す
ね
。そ
れ
が「
防
災
」で
す
。

し
か
し
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら
、必
ず「
災
害
」

に
な
り
ま
す
。自
然
現
象
の
ま
ま
、誰

も
被
害
を
受
け
な
い
こ
と
は
不
可

能
で
す
。そ
こ
で
出
て
く
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が「
減
災（
被
害
を
減
ら

す
こ
と
）」で
す
。

こ
の
よ
う
に
、災
育
で
は「
な
ぜ

備
え
が
必
要
な
の
か
」

「
何
が
家
族
に
で
き
て
、

何
に
つ
い
て
家
族
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」を
親
子
で

学
ん
で
も
ら
う
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

会
場
で
多
く
の
こ
と

を
学
べ
る
災
育
で
す
が
、

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら

は「
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
の
避
難
方
法

や
避
難
所
生
活
に
つ
い
て
」、「
水
害
へ
の
対

応
」な
ど
、も
っ
と
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た
い

と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
、

増
加
し
て
い
る
酷
暑
日
や
豪
雨
、災
害
時
の

要
配
慮
者
支
援
や
多
様
性
配
慮
な
ど
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
私
た

ち
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
災
育
も
８
月
第
１
日
曜
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
、防
災
に
つい
て
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

Information　新型コロナウイルス感染症の影響で、昨年と一昨年の災育はオンライン
での開催となりました。このオンライン災育は、現在一年中アクセス可！今年の災育同様、オン
ライン災育にも防災機関や行政、当院からブースを出しており、防災について学ぶことができます。
「オンラインでも災育」をよろしくお願いします！

▲講演の様子

▲薬局（調剤）体験

◀身近な物を使った
　応急処置

▲日本赤十字社公式キャラクター「ハートラちゃん」も参加

▲AED講習

▲緩和ケア病棟のパンフレット
　「がん相談支援センター」まで

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
利
用
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、主
治
医
も
し
く
は
看

護
師
、当
院
２
階「
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
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日ごろの健康管理
専門的な治療が
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提供することが求められています。自分のことをよく知っていて、ちょっと
した病気やケガの診察や相談ができる〝かかりつけ医〟をもちましょう。

か か り つ け 医 をもちましょう

TEL:06（6774）5152  FAX:06（6774）5126
syakaika@osaka-med.jrc.or.jp

がん相談支援センター

緩和ケアチーム
緩和ケア病棟
がん看護専門看護師
小木曽 照子

● 院　長／明石 夕香
● 診療科／内科、肝臓内科、消化器内科、小児科
● 住　所／八尾市北本町2丁目１２-２３
● 電　話／072-922-3193
● 診療時間

特長

地域の皆さまへ

父の代からのクリニックを継承して16年、今年で開設66年を迎えます。
また、継承後より母校である地元小学校の校医を務めています。患者さんのなか
には、最高齢90歳の方、4代に渡り通われている方もおられます。専門は消化器
肝臓内科で、上下部消化管、特に肝臓指導医・超音波指導医として肝胆膵疾患
の診療に力を入れており、関西医科大学消化器肝臓内科の非常勤講師として
出務もしています。

小さなクリニックですが地域のかかりつけ医として、患者さん
の信頼に応え、一人ひとりにきめ細やかな対応ができるよう、スタッフ一同がん
ばっています。地域医療への貢献として、八尾保健センターでの乳児健診、休日
診療所の出務もしています。新型コロナワクチンを含め乳幼児から高齢者までの
予防接種を行っています。子どもから大人まで、大阪赤十字病院など地域の基幹
病院および関西医科大学など大学病院と連携して幅広く対応しています。

明石医院
あ か  し    い  いん

月 火　 水 木 金　土
9：00～12：00午前

１７：３０～１９：００午後

外　来
▲明石院長

▲院内掲示物

△予約のみの肝臓外来
■休診日／火曜、土曜、日曜、祝日

vol.57

〝緩和ケアチーム〟

お知らせ
からの

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症（
以
下
、コ
ロ
ナ
）

の
感
染
拡
大
に
伴
い
、コ
ロ
ナ
感
染
者
の
受
け
入
れ

や
医
療
を
行
う
た
め
に一
時
的
に
緩
和
ケ
ア
病
棟

を
閉
鎖
し
て
い
ま
し
た
が
、令
和
４
年
７
月
か
ら

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
運
用
を
再
開
し
、１
年
が
経
ち

ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、緩
和
ケ
ア
病
棟
と
い
う
と
、ど
の
よ

う
な
イ
メ
ー
ジ
を
お
持
ち
で
し
ょ
う
か
。当
院
の

緩
和
ケ
ア
病
棟
で
は
、「
患
者
さ
ん一
人
ひ
と
り
の

思
い
を
尊
重
し
、患
者
さ
ん
が『
そ
の
人
ら
し
く
』

穏
や
か
な
毎
日
を
過
ご
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
支
援
す
る
」こ
と
を
理
念
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

『
そ
の
人
ら
し
く
』と
は
、言
い
換
え
る
な
ら
ば
、

『
患
者
さ
ん
の
大
切
に
し
て
い
る
価
値
観
』で
す
。

一方
で
価
値
観
は
千
差
万
別
で
あ
る
た
め
、私
た
ち

本館２階１番窓口

がん全般に関する
さまざまなご相談を
お受けしています。

● 院　長／有澤 健司
● 診療科／内科
● 住　所／大阪市生野区巽中2丁目４-１９
● 電　話／06-6758-1154
● 往　診／有（要相談）
● 訪問診察／有（要相談）
● 診療時間

特長

地域の皆さまへ

当院は昭和55年に先代が外科・内科の診療所として開院しました。平成
15年に引き継いでからは内科のみへと変更し現在に至っています。高血圧症・
糖尿病・脂質異常症といった生活習慣病や消化器系疾患などを中心に内科全般
の診療を行い、それぞれの方の生活背景なども考慮して治療にあたるよう心がけ
ています。

何科に診てもらえばよいかわからずに受診される方も多く、
その際は当院で可能な検査を実施するなど、できる限り対応するように心がけ、
より専門的な診療や高度な検査が必要と判断した場合は、それに応じた医療機関
へご紹介しています。地域のかかりつけ医として、さまざまなことを気軽に相談で
きる場所でありたいと思っています。

医療法人 有沢医院
あ り さ わ い  い んい  りょう ほ う  じ ん

月 火　 水 木 金　土
9：00～12：00午前

１6：３０～１９：００午後

外　来

▶有沢院長

▲医院入口

■休診日／木曜、日曜、祝日

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
再
開
か
ら

１
年
が
経
ち
ま
し
た

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
携
わ
る
医
療
者
は
、常
に
患
者

さ
ん
や
ご
家
族
と
対
話
を
重
ね
、「
そ
の
人
ら
し
く

在
る
」こ
と
を
最
優
先
に
考
え
、ケ
ア
に
あ
た
っ
て

い
ま
す
。

　
緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
し
て
い
た
あ
る
患
者
さ

ん（
Ａ
さ
ん
）と
の
か
か
わ
り
に
つい
て
お
話
し
ま
す
。

　
Ａ
さ
ん
は
が
ん
に
よ
る
痛
み
と
倦
怠
感
が
あ
り
、

緩
和
ケ
ア
病
棟
に
入
院
さ
れ
ま
し
た
。腹
部
に

持
続
的
な
痛
み
が
あ
り
、夜
間
も
眠
れ
ま
せ
ん
。

し
だ
い
に
苛
立
ち
が
強
く
な
り
、家
族
に
感
情
を

ぶ
つ
け
て
し
ま
い
、そ
の
よ
う
な
自
分
を
情
け
な
く

感
じ
て
い
ま
し
た
。鎮
痛
薬
を
投
与
す
る
こ
と
で

腹
痛
は
徐
々
に
緩
和
し
ま
し
た
が
、Ａ
さ
ん
は「
み

ん
な
に
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
って…

」と
、苦
悩
を

語
ら
れ
ま
し
た
。医
療
ス
タ
ッ
フ
は
、Ａ
さ
ん
と
の

対
話
を
通
し
、Ａ
さ
ん
は
元
々
穏
や
か
な
性
格
で

あ
っ
た
こ
と
、体
力
が
低
下
し
趣
味
の
山
登
り
を

諦
め
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
へ
の
つ
ら
さ
を
感
じ
て

い
る
こ
と
、な
ど
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、鎮
痛
薬
に
加
え
、浴
槽
で
の
入
浴
を
援
助

し
、心
身
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
を
図
り
ま
し
た
。ま
た
、

理
学
療
法
士
に
よ
る
リ
ハ
ビ
リ
を
行
い
、山
登
り
が

し
た
い
と
い
う
希
望
を
支
え
る
こ
と
が
で
き
、Ａ
さ

ん
は
少
し
ず
つ「
自
分
ら
し
さ
」を
取
り
戻
す
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　
今
後
も
、「
そ
の
人
ら
し
く
」を
支
え
る
た
め
に
、

よ
り
よ
い
緩
和
医
療
や
ケ
ア
を
行
って
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

★
４
年
ぶ
り
に
院
内
で
対
面
形
式
で

　「
災
育
」を
開
催
し
ま
し
た

大
阪
赤
十
字
病
院
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
災
育
」を
、８
月
６
日（
日
）に
開
催
し
ま
し

た
。「
災
育
」と
は
防
災
の
教
育
と
い
う
意
味

で
当
院
が
作
っ
た
造
語
で
す
。

当
院
で
は
、地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、平
成
22
年
か
ら
毎
年

８
月
第
１
日
曜
日
に
病
院
の一部
を
開
放
し
、

体
験
型
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。な
ぜ
親
子
な
の
か
。そ
の
理
由
は
、現
在

の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
世
代
と
、20
年
後
、

30
年
後
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
世
代
に

学
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。ま
た
、防
災

に
つ
い
て
新
た
な
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

家
族
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、親
子
で
の
参
加
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

し
ば
ら
く
対
面
形
式
で
の
開
催
を
見
合
わ

せ
て
い
た
た
め
、４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
年
の「
災
育
」に
は
、大
阪
市
消
防
局
、

大
阪
府
警
察
、陸
上
自
衛
隊
、大
阪
市
水
道

局
、天
王
寺
区
役
所
な
ど
の
防
災
機
関
や

行
政
に
加
え
て
、大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
いっ
た
災
害
時
に
活
動
す
る
公
共

的
な
企
業
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら

に
、当
院
や
赤
十
字
関
係
施
設
か
ら
も
傷

メ
イ
ク
や
応
急
処
置
、薬
局
体
験
、Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
、手
洗
い
チ
ェッ
ク
、無
線
体
験
、防
災

す
ご
ろ
く
、模
擬
献
血
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
展
開

し
ま
し
た
。災
育
は
当
院
が
行
う
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
最
大
の
も
の
で
、今
年
は

５
４
２
名
の
地
域
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

第13回 「親と子の防災体験セミナー 災育」を開催

▲大阪市水道局による応急給水 ▲陸上自衛隊の出動車輌前で決めポーズ！▲大阪市消防局の消防士さんに
　消火器の使い方を教えてもらいました

▲すごろくで防災について学びました

当
院
職
員
や
関
係
者
を
含
め
る
と
、参
加

人
数
は
合
計
９
０
０
名
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
い
く

さい いく

★「
災
害
」と「
自
然
現
象
」の
違
い

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
毎
回
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
防
災
に
関
す
る
講
演
に
対

し
て
は
、「
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
見
直
す

機
会
と
な
っ
た
」、

「
災
害
と
自
然
現

象
の
違
い
が
よ
く

わ
か
っ
た
」な
ど
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
ク
イ
ズ
で
す
。

『
地
震
、台
風
、大
雨
な
ど
は
災
害
で
し
ょ
う

か
？
災
害
と
自
然
現
象
の
違
い
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？
』

　
実
は
地
震
や
台
風
は
被
害
が
出
な
け
れ

ば
、単
な
る「
自
然
現
象
」で
す
。し
か
し
、

地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
り
家
が
被
害
を

受
け
た
り
、人
が
け
が
を
し
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
時
点
で「
災
害
」に
な
り
ま
す
。と
い
う

こ
と
は
、「
自
然
現
象
」を「
災
害
」に
し
な

い
た
め
に
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
何
か

あ
り
そ
う
で
す
ね
。そ
れ
が「
防
災
」で
す
。

し
か
し
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら
、必
ず「
災
害
」

に
な
り
ま
す
。自
然
現
象
の
ま
ま
、誰

も
被
害
を
受
け
な
い
こ
と
は
不
可

能
で
す
。そ
こ
で
出
て
く
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が「
減
災（
被
害
を
減
ら

す
こ
と
）」で
す
。

こ
の
よ
う
に
、災
育
で
は「
な
ぜ

備
え
が
必
要
な
の
か
」

「
何
が
家
族
に
で
き
て
、

何
に
つ
い
て
家
族
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」を
親
子
で

学
ん
で
も
ら
う
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

会
場
で
多
く
の
こ
と

を
学
べ
る
災
育
で
す
が
、

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら

は「
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
の
避
難
方
法

や
避
難
所
生
活
に
つ
い
て
」、「
水
害
へ
の
対

応
」な
ど
、も
っ
と
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た
い

と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
、

増
加
し
て
い
る
酷
暑
日
や
豪
雨
、災
害
時
の

要
配
慮
者
支
援
や
多
様
性
配
慮
な
ど
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
私
た

ち
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
災
育
も
８
月
第
１
日
曜
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
、防
災
に
つい
て
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

Information　新型コロナウイルス感染症の影響で、昨年と一昨年の災育はオンライン
での開催となりました。このオンライン災育は、現在一年中アクセス可！今年の災育同様、オン
ライン災育にも防災機関や行政、当院からブースを出しており、防災について学ぶことができます。
「オンラインでも災育」をよろしくお願いします！

▲講演の様子

▲薬局（調剤）体験

◀身近な物を使った
　応急処置

▲日本赤十字社公式キャラクター「ハートラちゃん」も参加

▲AED講習

▲緩和ケア病棟のパンフレット
　「がん相談支援センター」まで

緩
和
ケ
ア
病
棟
の
利
用
を
検
討
さ
れ

て
い
る
方
は
、主
治
医
も
し
く
は
看

護
師
、当
院
２
階「
が
ん
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
」に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

Japanese Red Cross Osaka Hospital International Medical Relief Dep.国際医療救援部

★
４
年
ぶ
り
に
院
内
で
対
面
形
式
で

　「
災
育
」を
開
催
し
ま
し
た

大
阪
赤
十
字
病
院
の
夏
の
イ
ベ
ン
ト

「
災
育
」を
、８
月
６
日（
日
）に
開
催
し
ま
し

た
。「
災
育
」と
は
防
災
の
教
育
と
い
う
意
味

で
当
院
が
作
っ
た
造
語
で
す
。

当
院
で
は
、地
域
の
防
災
力
の
向
上
を
目

的
と
し
て
、小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
と
そ

の
保
護
者
を
対
象
に
、平
成
22
年
か
ら
毎
年

８
月
第
１
日
曜
日
に
病
院
の一部
を
開
放
し
、

体
験
型
の
防
災
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
し
て
い
ま

す
。な
ぜ
親
子
な
の
か
。そ
の
理
由
は
、現
在

の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
世
代
と
、20
年
後
、

30
年
後
の
社
会
の
担
い
手
で
あ
る
世
代
に

学
ん
で
も
ら
い
た
い
か
ら
で
す
。ま
た
、防
災

に
つ
い
て
新
た
な
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

家
族
で
話
し
合
う
き
っ
か
け
に
し
て
も
ら
う

た
め
に
も
、親
子
で
の
参
加
と
し
て
い
ま
す
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、

し
ば
ら
く
対
面
形
式
で
の
開
催
を
見
合
わ

せ
て
い
た
た
め
、４
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ
た

今
年
の「
災
育
」に
は
、大
阪
市
消
防
局
、

大
阪
府
警
察
、陸
上
自
衛
隊
、大
阪
市
水
道

局
、天
王
寺
区
役
所
な
ど
の
防
災
機
関
や

行
政
に
加
え
て
、大
阪
ガ
ス
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
いっ
た
災
害
時
に
活
動
す
る
公
共

的
な
企
業
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。さ
ら

に
、当
院
や
赤
十
字
関
係
施
設
か
ら
も
傷

メ
イ
ク
や
応
急
処
置
、薬
局
体
験
、Ａ
Ｅ
Ｄ

講
習
、手
洗
い
チ
ェッ
ク
、無
線
体
験
、防
災

す
ご
ろ
く
、模
擬
献
血
な
ど
の
ブ
ー
ス
を
展
開

し
ま
し
た
。災
育
は
当
院
が
行
う
オ
ー
プ
ン

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
は
最
大
の
も
の
で
、今
年
は

５
４
２
名
の
地
域
の
方
々
に
参
加
い
た
だ
き
、

第13回 「親と子の防災体験セミナー 災育」を開催

▲大阪市水道局による応急給水 ▲陸上自衛隊の出動車輌前で決めポーズ！▲大阪市消防局の消防士さんに
　消火器の使い方を教えてもらいました

▲すごろくで防災について学びました

当
院
職
員
や
関
係
者
を
含
め
る
と
、参
加

人
数
は
合
計
９
０
０
名
近
く
に
な
り
ま
し
た
。

さ
い
い
く

さい いく

★「
災
害
」と「
自
然
現
象
」の
違
い

　
参
加
者
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
毎
回
高
い
評
価

を
受
け
て
い
る
防
災
に
関
す
る
講
演
に
対

し
て
は
、「
災
害
へ
の
備
え
に
つ
い
て
見
直
す

機
会
と
な
っ
た
」、

「
災
害
と
自
然
現

象
の
違
い
が
よ
く

わ
か
っ
た
」な
ど
の

コ
メ
ン
ト
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
皆
さ
ん

に
ク
イ
ズ
で
す
。

『
地
震
、台
風
、大
雨
な
ど
は
災
害
で
し
ょ
う

か
？
災
害
と
自
然
現
象
の
違
い
と
は
何
で

し
ょ
う
か
？
』

　
実
は
地
震
や
台
風
は
被
害
が
出
な
け
れ

ば
、単
な
る「
自
然
現
象
」で
す
。し
か
し
、

地
震
や
台
風
な
ど
に
よ
り
家
が
被
害
を

受
け
た
り
、人
が
け
が
を
し
た
り
す
れ
ば
、

そ
の
時
点
で「
災
害
」に
な
り
ま
す
。と
い
う

こ
と
は
、「
自
然
現
象
」を「
災
害
」に
し
な

い
た
め
に
、私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
が
何
か

あ
り
そ
う
で
す
ね
。そ
れ
が「
防
災
」で
す
。

し
か
し
、南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
な
ど
の
大

き
な
地
震
が
発
生
し
た
ら
、必
ず「
災
害
」

に
な
り
ま
す
。自
然
現
象
の
ま
ま
、誰

も
被
害
を
受
け
な
い
こ
と
は
不
可

能
で
す
。そ
こ
で
出
て
く
る
キ
ー

ワ
ー
ド
が「
減
災（
被
害
を
減
ら

す
こ
と
）」で
す
。

こ
の
よ
う
に
、災
育
で
は「
な
ぜ

備
え
が
必
要
な
の
か
」

「
何
が
家
族
に
で
き
て
、

何
に
つ
い
て
家
族
で

考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
か
」を
親
子
で

学
ん
で
も
ら
う
機
会

を
設
け
て
い
ま
す
。

会
場
で
多
く
の
こ
と

を
学
べ
る
災
育
で
す
が
、

参
加
さ
れ
た
方
々
か
ら

は「
高
齢
者
や
障
害
が
あ
る
方
の
避
難
方
法

や
避
難
所
生
活
に
つ
い
て
」、「
水
害
へ
の
対

応
」な
ど
、も
っ
と
こ
ん
な
こ
と
が
知
り
た
い

と
い
う
コ
メ
ン
ト
も
多
数
い
た
だ
い
て
お
り
、

増
加
し
て
い
る
酷
暑
日
や
豪
雨
、災
害
時
の

要
配
慮
者
支
援
や
多
様
性
配
慮
な
ど
に

関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
私
た

ち
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
来
年
の
災
育
も
８
月
第
１
日
曜
日
に
開

催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。皆
さ
ん
も
こ
の
機

会
に
、防
災
に
つい
て
親
子
で
学
ん
で
み
ま
せ

ん
か
。

Information　新型コロナウイルス感染症の影響で、昨年と一昨年の災育はオンライン
での開催となりました。このオンライン災育は、現在一年中アクセス可！今年の災育同様、オン
ライン災育にも防災機関や行政、当院からブースを出しており、防災について学ぶことができます。
「オンラインでも災育」をよろしくお願いします！

▲講演の様子

▲薬局（調剤）体験

◀身近な物を使った
　応急処置

▲日本赤十字社公式キャラクター「ハートラちゃん」も参加

▲AED講習

7 6
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「アヴォンリー遠望（秋）」 秦 美紀子（エイブルアート・カンパニー所属  https://www.ableartcom.jp)

大阪赤十字病院の理念
わたしたちは
人道・博愛の赤十字精神に基づき
すべての人の尊厳をまもり
心のかよう高度の医療をめざします

患者さんの権利
1. 一人の人間として、人権をまもられる権利があります
２. 良質かつ適切な医療を、公平に受ける権利があります
３. 医療についての情報や治療上の説明を受ける権利があります
４. 自分自身の治療について、医療行為を選択する権利があります
５. プライバシーがまもられ、個人情報が保護される権利があります
６. 自己の診療録等の医療情報の開示を求める権利があります
７. 他施設の医師の意見（セカンドオピニオン）を求める権利があります

シリーズ 小児科部長 藤野 寿典情熱の白衣 医師の素顔● 看護師レポート86

大阪赤十字病院の理念

特 集

食だより／秋　旬を味わう「さばといろいろきのこの揚げびたし」　　　お薬ミニ知識／あなたはお薬をいくつ飲んでいますか？
〝緩和ケアチーム〟からのお知らせ 　　かかりつけ医をもちましょう
第13回「親と子の防災体験セミナー 災育」を開催 　　Topics Box  ニュース＆イベント

経カテーテル的大動脈弁置換術（TAVI）が
始まりました

当院の紹介動画が完成しました！

無機抗菌剤・印刷・印刷面
JP0122518A0001V

■受付時間（月～金） 〈診療開始は午前８：４５からです〉
病院のご案内

https://www.osaka-med.jrc.or.jp

大阪赤十字病院
大阪市天王寺区筆ケ崎町5－30　令和5年10月発行

ＴＥＬ：06－6774－5111■お問い合わせ （代表）
大阪赤十字病院

アンケート方法

左記のQRコードを
携帯電話で読み取り、

回答後、
送信してください。

https://www.jrc.or.jp赤十字全般

LINE
初診／月曜日～金曜日  ８：３０～１１：３０
再診／月曜日～金曜日  ８：００～１１：４５

診察券は全科共通で使用いたしますので、
ご来院時には必ずお持ちください。

土・日・祝・５月１日（本社創立記念日）・１２月２９日～1月３日

新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止のため、
一部を制限しています。

保険証、医療証等は月に１度窓口で確認させていただきます。
また、変更・更新の際は必ずご提出ください。

■保険証等

■ご 面 会

■診 察 券
■休 診 日

随時配信中！
フォローしてね友だち登録してね

当院は
敷地内全面
禁煙です
ご理解とご協力を
お願いします。

遺伝診療部門が発足しました！

経カテーテル的心臓弁治療関連学会協
議会からの施設認定を受け、9月5日より
大阪赤十字病院ハートチームによる重症大
動脈弁狭窄症に対するTAVI治療を開始しま
した。
　近年増加の著しい高齢者の心臓弁膜症に
対する低侵襲で安全な治療を提供していき
ます。

本誌「びり～ぶ」について
皆さまのお声をお聞かせください
　今後も皆さまの声を反映しながら、
よりよい情報誌にしていきたいと
考えています。
　ぜひ、皆さまのご意見・ご感想を
お聞かせください。ご協力をお願い
します。

人事異動情報 （令和５年6月30日付～９月１日付）
採用

個人として資金を拠出された場合

TEL ： 06ー6774ー5111大阪赤十字病院  総務管理課 （代表）

■税制上の優遇措置 ■表彰制度

●

1.有功章・社長感謝状
①事業資金として、一時または累計額で20万円以上を納められたとき → 銀色有功章 
②事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき → 金色有功章
③金色有功章を受章された方がさらに事業資金として、一時または累計額で50万円以上を納められたとき
→ 社長感謝状

3.特別社員章
（個人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書特別社員章
（法人） 事業資金として、一時または数次に２万円以上納められたとき → 称号付与通知書
〈備考〉事業資金などを納められた個人、法人・団体には、納入金額に応じて上記の表彰のほか、次の手続きをいたします。
・ 厚生労働大臣感謝状（手続きは同一年度内1回のみ）
　　個人の場合 → 一時または同一年度内の累計額で100万円以上、500万円未満
　　法人・団体の場合 → 一時または同一年度内の累計額で300万円以上、1,000万円未満
・ 紺綬褒章（手続きはその都度）
　　個人の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で500万円以上
　　法人・団体の場合 → 一時または分納の申し出により累計額で1,000万円以上

寄付金の全額（ただし、上限は寄付
者の年間所得額の40％）から2千円
を差し引いた額が寄付者の年間所
得総額から控除されます。
（所得税法第78条第2項第3号）

法人として資金を拠出された場合
●特定公益増進法人に対する寄付金
の損金算入限度額を損金に算入す
ることができます。
（法人税法第37条第4項）

ご寄付の連絡先

2.支部長表彰状（感謝状）  
　個人、法人・団体より事業資金として一時または累計額で10万円以上を納められたとき

※国の表彰については、表彰を代行申請するものであり、ご受章をお約束するものではありません。また、代行申請にあたり別途ご提出いただく書類があります。

日本赤十字社に対してなされた活動資金
のご協力は、税制上の優遇措置が受けら
れます。

日本赤十字社では、ご寄付いただいた方・法人に対し下記のとおり感謝状などをお贈りしています。

※寄付金損金算入限度額については、法人の
　資本や所得金額によって異なります。
　限度額については税務署や税理士の方に
　ご確認ください。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。
皆さまからの温かいご支援に感謝申し上げるとともに、当院を受診される皆さまのご期待にお応えできますよう、職員一同真摯に職務に励みます。

https://www.osaka-med.jrc.or.jpご寄付の方法については、当院ホームページにも掲載しています。

新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。新型コロナウイルス感染症対応に取り組んでいる日本赤十字社に対し、多くの患者さんおよび企業・団体の皆さまから、ご寄付をいただいています。

についてご 寄 付 皆さまのご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

▲当院ハートチームスタッフ

●〈7月1日付〉【皮膚科部】山田 瑞穂（専攻医）　【小児科部】
榊 辰也（専攻医）　●〈7月14日付〉【耳鼻咽喉科・頭頸部外科】北田　有史
（非常勤嘱託医師）　●〈7月30日付〉【脳神経外科部】笹ケ迫 知紀（非常
勤嘱託医師）　●〈8月1日付〉【心臓血管外科部】末永 悦郎（非常勤嘱託
医師）／中津 太郎（非常勤嘱託医師）／北方 悠太（非常勤嘱託医師）
／金光 ひでお（非常勤嘱託医師）／熊谷 基之（非常勤嘱託医師）　【皮
膚科部】園田 真也（専攻医）　【小児外科部】門久 政司（医師）　【救急
科部】鈴木 聡史（非常勤嘱託医師）　●〈9月1日付〉【脳神経内科部】
月田　和人（非常勤嘱託医師）

退職 ●〈6月30日付〉【皮膚科部】中野 宏明（専攻医）　【小児科
部】難波 かほり（専攻医）　【整形外科部】湯浅　友寿里（医師）　【救急
科部】永井　淳（医師→非常勤嘱託医師）　●〈7月31日付〉【皮膚科部】
武内　直生（専攻医）　【小児外科部】高松　由布子（医師）　●〈8月31日
付〉【眼科部】市岡 悠（医師）　【救急科部】長友 美佳（専攻医→医師）

すべては患者さんの笑顔のために
All for the patient’s smile

ぜひご覧ください！

■発行／大阪市天王寺区筆ケ崎町５－３０　令和5年10月発行　第86号1 8
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